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I.は じ め に

名古屋市立大学看護学部国際交流委員会では国際交流

の推進に取り組んでいる。この一環として、韓国ハル リ

ム大学医学部看護学科と名古屋市立大学看護学部(以 下

本学部)と の交換研修を平成24年 度より開始 している。

平成24年 度に、ハル リム大学へ本学部学生4名 を派遣す

る交換研修を実施 して以降、派遣と受け入れを交互に実

施 している。平成29年 度は、交換研修の6年 目を迎え、

6月19日 から6月25日 の1週 間にわたりハル リム大学医

学部看護学科学生5名 を本学部に受け入れた。その概要

を下記に報告する。

Ⅱ.ハ ル リム大学 との国際交流 の目的

2.教 員間の国際交流

名古屋市立大学看護学部とハル リム大学医学部看護学

科教員間の研究、学術面での交流を通 じて、異文化コミュ

ニケーション能力の向上、2大学間での国際交流の推進、

共同研究の推進を目指す。

Ⅲ.学 生間の国際交流

1.交 換研修の経緯(表1)

事業実施の経緯は、表1の 通りである。研修期間の宿

泊は、名古屋市立大学の留学生宿舎を使用 した。研修の

受け入れおよび留学生宿舎の使用に必要となる必要書類

(研修 申請書、入寮申請書、パスポー トのコピー)や 留

学生宿舎に関する準備は、学生課国際交流係が担当 した。

1.学 部生間の国際交流

名古屋市立大学看護学部、ハル リム大学医学部看護学

科相互の学生の短期交換留学を通 じて、参加学生の国際

的視野を広げ、海外の看護 ・保健 ・医療事情について見

識を深め、異文化コミュニケーション能力を向上させる

ことを目的としている。

3.学 生 の選定

ハル リム大学の学生の選定は、ハル リム大学の担当教

員が応募学生の学力、英語力等か ら3年 生5名(女 性4

名、男性1名)を 選出 した。当初、4名 の予定であった

が5名 の推薦があり、学生課国際交流係および研修先に

学生数の増加について検討を依頼 し了承を頂いたうえで、



ハル リム大学医学部看護学科との国際交流

受け入れ人数を5名 とした。

4.プ ログラム内容について(表2)

プ ロ グラム内容 は、表2の 通 りであ る。

1)ハ ル リム大学のプ レゼ ンテ ーシ ョン

日 時 ：平成29年6月21日(水)10時40分 ～11時30分

場 所 ：西棟講義室A

参 加者 ：3年 生、4年 生の一部、教員

内 容 ：ハル リム大学生が、ハル リム大学お よび医学

部看護学科の こと、 また、韓国 にお ける看護

師資格や専門看護師種類 について説明 し、引

き続 き質疑応答 を行 った。本学部学生か らは、

充実 した図書館や、6ヶ 所にある大学病院に

実習学生のための宿泊施設があることなどを

羨ましく思うなどの声が上がった。

2)生 涯発達看護援助論I

日 時 ：平成29年6月20日(火)13時 ～14時30分

場 所 ：看護学部棟612演 習室

内 容 ： 「新生児の看護技術」(中 垣明美講師、田中

泉香助教)に おいて 『新生児のフィジカルア

セスメント』をテーマとする演習に参加 した。

新生児の児頭計測や全身の観察について、モ

デル人形を用いて実施 した。分娩侵襲の評価

や胎外生活適応過程における生理的変化の観



察と評価を詳細かつ丁寧に実施 していること

に対 して驚いた様子であった。

3)地 域療養生活看護援助論

日 時 ：平成29年6月22日(木)9時 ～12時10分

場 所 ：西棟実習室A・B

内 容 ：「高齢者の地域生活を支える看護」(原 沢准

教授、江坂助手)に おいて 「『美味 しく安全

に食べる援助』をテーマとする演習に参加 し

た。とろみ剤によるとろみの調整、食事介助

や義歯の取り扱い、粘膜口腔ケアについて指

導を受けなが ら体験 した。韓国では看護師の

業務は 「診療上の補助」が中心であり、本演

習のような 「療養上の世話」は看護助手や家

族が行うため経験 したことがな く、新鮮な驚

きがあったようである。

4)3歳 児健康診査見学

日 時 ：平成29年6月21日(水)13時 ～15時

場 所 ：昭和区保健所

内 容 ：事前に日本の保健所および保健師の専門性、

乳幼児健康診査の位置付けについてオ リエン

テーションを行い、3歳 児健康診査の見学を

行った。保健所では、保健師による問診や医

師 ・歯科医師の診察の見学を通 して、健康診

査を行うことの公衆衛生学的意義について学

習 した。

5)精 神障がい者 リハ ビリテーション施設寸心カフェ見

学

日 時 ：平成29年6月22日(木)16時30分 ～18時

場 所 ：寸心カフェ(昭 和区)

内 容 ：事前に寸心カフェの概要および社会的意義に

ついて韓国語のパ ンフレットを用いて説明 し

た。カフェには本学部学生4名 と共に赴 き、

飲み物とケーキを食べなが ら双方の学生生活

や看護の違いについて語った。

6)名 古屋市立大学病院見学

日 時 ：平成29年6月23日(金)9時 ～12時

場 所 ：名古屋市立大学病院(外 来、患者サポートセ

ンター、救命救急センター、外来化学療法室、

ICU・PICU・CCU、 中央手術室、小児科病

棟、NICU・GCU、 産科病棟)

内 容 ：水野副看護部長と各部署の責任者 ・担当者の

案内により、院内の部署を見学 した。各部署

で概要の説明を受け、学生たちは質問 しなが

ら理解を深めようとしていた。また、充実 し

た病院施設と随所に患者への思いやりが感 じ

られたことが印象に残ったようである。

7)名 古屋市立大学病院シャドー研修

日 時 ：平成29年6月23日(金)13時 ～16時

場 所 ：名古屋市立大学病院17階 病棟、16階 南病棟、

13階北病棟

内 容 ：各部署に1-2名 の学生を配置 し、看護師の

業務を間近に見学するシャ ドーイングを行っ

た。各部署では英語もしくは韓国語による会

話が可能な看護師により対応された。学生は

日本の看護師が一人一人の患者に時間をかけ

て丁寧に接 し、手厚い看護ケアを しているこ

とに感動 した様子であった。業務内容が異な

る韓国ではひとりの看護師が受け持つ患者数

は20名以上であるが、 日本では最大7名 と聞

き、その差に驚き異文化を感 じたとのことで

あった。

8)学 生交流会1

日 時 ：平成29年6月19日(月)12時 ～13時

場 所 ：げつようび(桜 山キャンパス)

参加者 ：11名(研 修生5名 、本学部学生3名 、本学部

教員3名)

内 容 ：研修初日に研修生を歓迎するとともに、本学

部学生および教員との交流を図ることを目的

にウエルカムランチを開催 した。

9)学 生交流会2

日 時 ：平成29年6月21日(水)

場 所 ：看護学部棟302演 習室

参加者 ：12名(研 修生5名 、本学部学生4名 、本学部

教員3名)

内 容 ：本学部学生および教員との交流を図るととも

に、それぞれの大学や各国の看護教育につい

ての情報を交換することを目的に、軽食付き

ランチ ミーティングを開催 した。

10)学 生交流会3

日 時 ：平成29年6月22日(木)

場 所 ：看護学部棟302演 習室

参加者 ：11名(研 修生5名 、本学部学生3名 、本学部

教員3名)

内 容 ：ハル リム大学への留学に関心のある1年 生の

学生を含め、留学経験のある3年 生と研修生

5名 で交流を図るとともに、留学に向けての

準備等の情報交換を目的に、軽食付きランチ

ミーティングを開催 した。

11)留 学生懇親会

日 時 ：平成29年6月23日(金)18時 ～19時30分

場 所 ：国際交流セ ンター(山 の畑キャンパス)

参加者 ：8名(研 修生5名 、本学部教員2名)

内 容 ：学生課、留学生後援会及び留学生会の共催に



よる開催である留学生懇親会に参加 した。な

お、当日の参加留学生数は38名であった。学

部や国籍の枠を超えた国際交流を図ることが

できた。

5.プ ログラムによる学びおよび評価

1)ハ ル リム大学医学部看護学科学生

参加学生のプログラム全体への満足度は高 く、終了後

に実施 したアンケートでも全体的な満足度は高 く、期待

した以上の学びを得たと回答 していた。参加学生の多 く

は、日本の看護の実際を見ること、学生と親交を深める

ことへの期待をもって参加 しており、授業参加、演習参

加、病院実習、保健所実習、学生との交流を通 じて期待

以上の学びを得ていた。すべての学生が印象深かったプ

ログラムとして市大病院の実習を挙げており、対象者へ

の丁寧な看護や、直接ケアに看護師が多 くの時間をかけ

ていること、全人的な看護がなされていることに感銘を

受けたと回答 していた。また高齢者看護、新生児のケア

に関する看護演習の参加も印象深 く、学び多いプログラ

ムであったと回答 していた。また、全員が学生との交流

がとても楽 しく、得難い体験であったこと、教員やボラ

ンティア学生からのサポートにより不自由な く安全に過

ごせたことが述べられていた。

2)名 古屋市立大学看護学部学生

本学部学生にボランティアを募り、研修生の留学生宿

舎への入寮の手続き、名古屋市立大学看護学部の紹介お

よびキャンパスツアーの実施、精神障がい者 リハ ビリテー

ション施設寸心カフェへの引率、市内観光の引率などの

役割を依頼 した。12名 の学生がボランティアとして交換

研修プログラムに参加 した。 これらの学生からは、「異

文化に触れられる機会 ・日本にいなが ら英語を話せる良

い機会だと考えたため、今回の参加 に至 りました。 英

語に自信がないからといって怯んで しまうのは勿体無 く、

自分から発言していく大切さや諦めずにコミュニケーショ

ンを取る姿勢を示すことの大切さなどを感 じ、言語の壁

があるからこそ人と関わることの根本に目を向けられる

機会となりま した。」、「今後もハル リム大学との交流が

お互いにとって学びのあるものとして続いていけばいい

なと思います。」などの感想が寄せ られた。

Ⅲ.教 員 間 の国 際交流

教員間の国際交流 として2大 学間での国際交流の推進、

共同研究の推進を目指 しているが、昨年度まで実施 して

いた大学教員間での共同研究は、データ収集を終え、平

成29年 度は成果をまとめている段階である。平成29年 度

は、新たに両大学間での具体的な共同研究に発展できる

テーマを模索す るため、 ニーズマ ッチ ングを実施 した。

研究 テーマが合致す るものがあれば、共同研究チ ームを

結成す る予定であ る。

IV． オー プ ンキ ャ ンパ スで の特 別企 画

平成29年8月8日 に開催された名古屋市立大学看護学部

オープ ンキャンパスの特別企画として、韓国ハル リム大

学医学部看護学科と名古屋市立大学看護学部の交換研修

についての特別企画を実施 した。内容は、概要、平成29

年度の研修内容、平成28年 度の研修内容について3回 の

説明を行い、来場者に対 して質疑応答を行った。また、

交換研修に参加 した学生がハル リム大学で行ったプ レゼ

ンテーションを英語で紹介 した。研修期間を通 じて、学

生間の交流が出来るプログラムを準備 し、どの学生でも

交流できる機会を設けていることを高校生やその保護者

に説明 した。

V． ま とめ と今後 の課 題

今回のハル リム大学医学部看護学科学生5名 を本学部

に受け入れた交換研修プログラムによる学びは多岐にわ

たり、充実 したプログラムが提供できたと考える。今後

の課題として、主に、服装に関すること、プ レゼンテー

ションに関することの二点が挙げられる。服装に関 して

は、演習や病棟実習の場合は、ユニフォームを着用する

ように説明 したが、文化の違いか診察衣を準備 していた。

また、保健所など外部施設を見学する場合は、華美でな

い服装 とすることを説明したが、軽装であった。次回は、

写真などを用いて、日本の文化として服装の指導につい

て丁寧に説明する必要がある。プレゼンテーションでは、

韓国の保健医療に関する内容をテーマとして提示 してい

たが、ハル リム大学の紹介のみの内容であった。本学部

の学生は興味深 く聴いていたが、交換研修の内容として

提示 したテーマの内容のプ レゼ ンテーションとなるよう

指導が必要である。プ レゼンテーションの開催日時は、

学部3年 生が聴講できる日時に設定 したことか ら、一部

の学生のみの聴講となった。どの学生もこのプレゼンテー

ションを聴講する機会が得 られるよう、特別講義として

の位置づけとするなど全学部的な取り組みにする工夫が

必要と考え られた。

今回の学生受け入れに際 し、本学部学生をボランティ

アとして活用 した。他学部では、受け入れ教員の負担が

多いことが問題となっており、国際交流センター会議で

good　practiceと して評価 された。今年度より導入 され

た、留学生後援会か らの 「海外の交流協定大学か らのイ

ンターンシップ留学生受入れ補助」は学生ボランティア

活用を後押 しする制度であると考え られ、今後の継続が

望まれる。本学部学生にとっても国際交流の目的を達成



できたと考えられ、今後も学生ボランティアの活用は継

続 して行う。一部の熱心な学生の参加により支え られた

事業でもあったが、全学部的な交流にするためには、よ

り多 くの学生の参加を促す工夫 も必要である。学生のサー

クルの活性化への支援や国際交流を身近に感 じてもらえ

る広報を今後も継続 していきたい。

看護学部のオープ ンキャンパスで特別企画を実施 した

が、今年度の学生交流会に参加 した本学部1年 生の学生

は、高校生のころから本学部にハル リム大学への交換研

修があることを知っており、入学前か ら関心を持ってい

た。オープ ンキャンパスで周知 してい くことは、学部生

間の国際交流に寄与できると思われた。

教員間の国際交流の推進ができるよう、今後 も引き続

きニーズマ ッチ ングを行い、共同研究が推進できるよう

に対応 していく。
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